
理論懇ニュース2025年4号

2025年12月22日

発行：理論天文宇宙物理懇談会事務局

(東大物理 加藤ちなみ)



理論天文学宇宙物理学懇談会 総会
2025年12月18日(木)
• 報告

• 新運営委員会発足および各種選挙
• 物理学会関係の報告（諏訪さん）と領域委員の承認[←議題]
• 事務局報告（加藤さん）
• 天文台からの報告（町田さん）
• 基研からの報告（青木さん, 井岡さん）

• 議題
• 会則の変更について
• 理論懇シンポジウム: 次回・次々回
• 事務局ローテーション
• 天文天体物理若手夏の学校について（石田さん）

• 議論
• CfCA & 科学研究部の将来の方向性



報告



新運営委員会(2025年12月から)

• 2026年11月末まで (非改選)
• 町田 真美 (国立天文台 科学研究部)
• 諏訪 雄大 (東京大)
• 矢島 秀伸 (筑波大) 副委員長
• 高田 昌広 (カブリIPMU)
• 横山 修一郎 (名古屋大)

• 2027年11月末まで (10/17-27投票)
• 岩崎 一成 (国立天文台 CfCA)
• 富田 賢吾 (東北大)
• 高橋 龍一 (弘前大)
• 青木 勝輝 (京都大 基研)
• 大栗 真宗 (千葉大学)                委員長

• 事務局長 (2025年10月–2027年9月末) 加藤ちなみ (東京大)

よろしくお願いいたします。



理論懇関係選挙: 結果 (敬称略)

• APCTP日本委員会委員 (1名, 2025年10/17-27投票)
• 郡和範

• 天文学会代議員候補推薦(10名, 2025年10月22-29日投票)
• 井岡邦仁, 犬塚修一郎, 井上剛志, 浅野勝晃, 野村英子, 富田賢吾, 
石山智明, 大栗真宗, 高棹真介, 仏坂健太

1月にも選挙を行う予定です。
積極的な投票をよろしくお願いします。



物理学会関連の報告



物理学会関連

• 第20回日本物理学会若手奨励賞

• [実験] 阿部正太郎 （東京大学大学院理学系研究科）

• [実験] 小田部荘達 （東京大学宇宙線研究所）

• [理論] 松本達矢（東京大学大学院理学系研究科）

• 春の物理学会 3日目(3/25 午前) に受賞記念講演が予定されて
います。



物理学会関連 (続き)

• 物理学会の領域委員の推薦
• (任期: 2026年10月–2028年9月、このうち運営委員兼務 2027年4月–

2028年3月)

 當真 賢二氏 (東北大)を領域委員として推薦することをご承
認ください。[←議題]

→総会で承認された

• 現在の委員は諏訪雄大 (東大)と高橋龍一 (弘前大)。

諏訪氏と當真氏が交代になります。



学会での報告会

＊物理学会春季大会 (3/23-3/26)：完全オンライン

天文学会年会 (3/4-3/7)：現地開催＋オンライン

報告会は合同開催(ハイブリッド)を予定

天文学会中にハイブリッド開催 (天文+物理合同)
日時やミーティングURLは後日MLで連絡



事務局報告



理論懇事務局 報告
1. 会計報告 2024年度会計

2024年10月1日〜2025年9月30日まで

収入/支出名目 収入 支出 総計

前年度からの繰り越し 4,226,475

会費収入(65名, 2名振り込み者不明含) 186,000

さくらインターネット契約更新費用 6,600

さくらインターネットのドメイン使用料 4,532

理論懇シンポ補助（懇親会+送金手数
料）

321,131

理論懇シンポジウム若手発表賞の賞状代 7,425

夏の学校補助+手数料 100,146

合計 186,000 439,834 3,972,641



1. 会計報告 2025年度会計

2025年10月1日〜2025年12月14日まで

今後の支出予定

・理論懇シンポジウム関連費：75万程度

アルバイト代: 69,120

旅費補助: 35万程度

            懇親会補助費: 328,500

  ・さくらレンタルサーバー代：6,600

理論懇事務局 報告

収入/支出名目 収入 支出 総計

前年度からの繰り越し 3,972,641

会費収入(22名, 2名振り込み者不明含) 85,500

引継ぎ用郵送費 1,124

合計 85,500 1,124 4,057,017



理論懇事務局 報告

2. 会員数: 604名 (2025年12月14日)
   2024年度            新規入会27名 退会者4名

   2025年度(2025/12/14)           新規入会5名   退会者1名

  会費滞納者数（前年度までの累積滞納年数）
5年分以上滞納          120名 ( 督促) 

4年分滞納               14名 

3年分滞納            25名 

会則より

・前年度までの会費をすべて納めている会員(2024年度まで)が、五年分の会費を一
括納入する場合には会費の半額を免除する。

・海外在住中は申請があれば納入猶予を認める。

  海外在住中は会費納入が困難なことから、申請があれば納入猶予を認めます。ただ
し免除にはなりません（2010年度総会）。申請は年度毎に事務局まで申請して下さい。日

本の研究機関に移動された、あるいは一時帰国の際などに忘れずに納付いただけるよう
お願いいたします。



理論懇シンポでの会費回収

理論懇シンポジウムでも会費回収しています

・12/17 9:30-10:00   13:20-13:50
・12/18 8:30-9:00     13:20-13:50
・12/19 8:30-9:00     13:20-13:50   16:40-17:10

ご利用ください



国立天文台・基研報告



天文台全体に関わること

• 執行部（2024.4.1〜）
• 台長：土居守
• 副台長：吉田道利 (総務)、齋藤正雄 (財務)
• 技術主幹：鵜澤佳徳
• 研究連携主幹：生駒大洋(~2025.9.30)→野村英子（2025.10.1~)

• 科学研究部 (2024.4.1〜)
• 部長：冨永 望
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天文台全体に関わること
• 運営会議委員[2024/4-2026/4]

台外委員：
荒井朋子（千葉工業大学）、大向一行（東北大学）、栗木哲（統計数理研
究所）、河野孝太郎（東京大学）、兒玉忠恭（東北大学）、小林かおり
（富山大学）、住貴宏（大阪大学）、田越秀行（東京大学）、山田亨（宇
宙航空研）、横山央明（京都大学）、米倉覚則（茨城大学）

台内委員：
生駒大洋（研究連携主幹）、鵜澤佳徳（技術主幹）、臼田知史（TMT）、
齋藤正雄（副台長）、野村英子（科学研究部）、深川美里（アルマ）、本
間希樹（水沢VLBI観測所）、宮﨑聡（ハワイ観測所）、吉田道利（副台
長）、渡部潤一（天文情報センター）
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国立天文台に何かご意見・アドバイスがある方は運営会議の大向さん経由
でお伝えいただくという正式ルートがあります。
（他のルートを排除するわけではありません。）



科学研究部・天文シミュレーションプロジェクトに関わること
(2025年9月以降)
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人事公募(2025年9月以降)

• 科学研究部

• 特任研究員 (8/29 締め切り [tennet: 2681])

• 特任助教 (9/19 締め切り [tennet: 2669])

• 特任研究員2名（銀河形成または宇宙進化、マルチメッセンジャー天文
学または銀河考古学 2/27正午締め切り[tennet:3200]）

• CfCA

• 特任研究員 (随時受付・選考 [tennet: 2644])

• 国立天文台全体での公募で科学研究部関係分

• NAOJ fellow（8/6 締め切り）

• EACOA fellow（11/15 締め切り [tennet: 2739]）
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人事異動（転入）
2025年9月以降

• 科学研究部
• 長尾 崇史（国立天文台フェロー）

• 白崎 正人（特任助教）

• Yi Xu（学振特別研究員）

• 吉田 有宏（学振特別研究員）

• CfCA
• （なし）
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人事異動（転出）
2025年9月以降

• 科学研究部
• Samuel Totorica (NINS研究員→University of Maryland 研究員）

• 森寛治 (学振特別研究員→慶応大学）

• Arnab Chaudhuri （学振外国人特別研究員→COSMION, Center for 
Cosmoparticle Physics, Miusskaya）

• CfCA
• Zsolt Keszthelyi（特任研究員→Newcastle大研究員）
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人員構成 （2025年12月時点）
科学研究部 (*はCfCA併任, **はALMA併任, #はADC本務,$はABC本務)

• [教授] 野村、大内、生駒＄、冨永*、郡

• [准教授] 中村、藤井、町田*

• [特任准教授] 馬場（鹿児島大学とのクロスアポイントメント）

• [助教] 浜名、片岡、守屋*、森野、原田、Dainotti、高橋

• [国立天文台フェロー] 長倉、小久保(充)、柏野、大野、植田、長尾 [特任助教] 伊藤、白崎

[EACOAフェロー] Cheng、Zu [特任研究員] Zhang(H.)、Dorozsmai、Tran、Liu、

Zhang(T.)# 、庭野#、Mallick** 、佐々木 [学振特別研究員] Fang、濱野、Krieger、Xu、吉

田 [研究支援員] 松下、五十嵐 [事務職員] 加藤、一丸、飛澤、遠田 

CfCA (*は科学研究部併任)
• [教授] 小久保（英）* [准教授] 滝脇* [講師] 伊藤（孝） [助教] 岩﨑* [特任専門員] 武田、

波々伯部、福士 [特任研究員] 出口、Huang [専門研究職員] 中山 [研究支援員] 加納、長谷

川 [事務職員] 増山

*緑字は2025/9以降の転入メンバー 22



共同利用
• 2026年度滞在型共同研究

• 募集なし

• 2026年度研究集会
• 第1回募集締切：2026 年 1月 20日（火）正午（日本標準時）
• 現時点では、第１回のみの予定

• 2026年度NAOJシンポジウム
• 募集なし

• 2026年度客員教授等
• [国内客員 2026/4/1-2027/3/31 受入分] 2025/9/19 締切
詳しくは [tennet: 2689] を参照ください。
2026年度は外国人客員教授の募集はありません。

• サバティカル研究者の受入れ
• 随時
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研究交流委員会
• 予算削減に伴い、2026年度は国内客員・研究集会の

み募集し、その他の募集は停止する
o 募集が停止されるもの：国外客員・NAOJシンポジウ

ム・共同開発研究・滞在型共同研究

• 研究集会の募集はこれまで年2回募集していたが
2026年度は1回の募集となる。
o 研究集会募集開始は12月中、締切は1月を予定（例年の

第一回募集と同様のスケジュール）

o 詳細は、[tennet:3192] を参照ください。
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CfCA計算機共同利用等
• 2026(令和8)年度 CfCA共同利用

• 2025年12月19日に共同利用募集開始予定。
アナウンスをお待ちください。
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理論懇の会則の変更のお願い

現在、理論懇の事業として以下が挙げられている。

II. 事業
1. 国立天文台の理論研究に関する活動

i. 理論関連専門委員の推薦

ii. 計算機共同利用審査委員の推薦

iii. 理論系共同利用についての意見交換

iv. 理論系客員部門(含外国在住研究者)についての意見交換、 PDF制度、外国在住研究者の招待等。

i.については専門委員という制度がなくなったので「理論関係科学諮問委員の推薦」に変更をお願いする。ある
いはより一般に「理論関係委員の推薦」でも良い。

ii. については審査委員の名前は審査時点では匿名にするのが望ましく、理論懇からオープンに推薦という形にす
るのはそぐわない。昔は理論専門委員長が推薦していた。今はCfCA科学諮問委員長が推薦している。項目の削除
をお願いする。
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計算基礎科学連携拠点

• 富岳成果創出加速プログラム

シミュレーションとAIの融合で解明する宇宙の構造と進化

• サブ課題B 大規模シミュレーションで挑む星・惑星形成過程の階層横断的研究

小久保，岩崎が参加．

• 機関：東北大学，国立天文台，東工大，岡山大、神戸大

• サブ課題C ブラックホールと中性子星を核にした爆発的天体現象の解明

滝脇、町田が参加

• 機関：筑波大学，千葉大学，早稲田大学，国立天文台，沼津高専

2026/01/13-15 富岳成果創出加速プログラム・基礎科学合同シンポジウム

2026/02/02 高性能計算物理勉強会(第26回)
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科学研究部科学諮問委員会

• 重要な議題は科学研究部ミッション（案）の作成

• 6月14日に第１回委員会が開催され、委員長が犬塚氏、副委員長が
百瀬氏と決まった。議事録は作成済み。公開予定。

• 9月20日に第2回委員会が開催された。議事録は作成済み。公開予定。

• 11月27日に第3回委員会が開催された。議事録は公開予定。

• 現在執行部および幹事会議で審議中

• 科学研究部ミッションが決まりました
https://sci.nao.ac.jp/main/en/missions
議事録は公開予定。
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台外委員：犬塚修一郎、大須賀健、戸谷友則（理論懇談）、百瀬宗武
（宇電懇）、井上昭雄（光赤天連）
台内委員：竝木則行 (RISE)、青木和光 (ハワイ/TMT)、阪本成一
(ALMA)、都丸隆行 (重力波)

科学研究部にご意見/要望/アドバイス
⇒ DoS SACの理論懇所属メンバーを通して行うことが可能です

科学研究部メンバーに直接伝えるなど、その他のパスも利用可能です

https://sci.nao.ac.jp/main/en/missions


Mission
目的

• 科学研究部は、国立天文台の現行プロジェクトと将来計画の推進に貢献
する。さらに国内外のプロジェクトと連携した研究やプロジェクトの枠
を超えた研究を、自由な発想と広い視野で推進する。以上により、世界
の天文学研究の発展に寄与する。

ミッション

• 国立天文台の現行プロジェクトの科学的成果創出に貢献し、広く長期的
な視点で将来の天文学を検討し、将来計画の推進や検討に科学的観点で
貢献する。

• 国内外のプロジェクトからの成果創出や、その将来計画に貢献する。

• 観測・理論の枠を超え、プロジェクトの枠を超えた研究を展開し、自由
な発想と多様な手法で研究を推進し、世界第一線の成果を挙げる。

• 大学院教育を含む若手研究者育成を進め、広い視野を持って研究を牽引
する研究者の育成を目指す。さらに活発な人事交流を進めることで、国
内外の多様な次世代研究者を惹きつけ、世界の天文学研究のキャリアパ
ス拠点となる。

• 国内外の研究者、国立天文台の内外のプロジェクトとの交流、連携を促
進し、天文学研究の重要な拠点かつ結節点として我が国の天文学研究の
強化や国際化に貢献する。

科学研究部科学諮問委員会提案
2025年3月7日幹事会議承認



CfCA科学諮問委員会

台外委員：松本倫明、高棹真介、久徳浩太郎 、中村航、藤井通子、和田桂一
台内委員：服部公平（JASMINE） 

議題

• CfCAが運用する計算機群が国際的なレベルで質・量ともに十分な研究成果を挙げているか評価し、必要
に応じて助言する。 

• CfCA共同利用時間割り当て委員会(TAC)を適切に運用する。

• CfCAが運用しているスーパーコンピュータ、GPU、計算サーバ、解析サーバ、ファイルサーバというシ
ステム構成および運用形態がどうあるべきか提案を行う。

• 国立天文台のサイエンスロードマップを踏まえて、次世代の天文研究用スーパーコンピュータのあり方
について審議し、具体的な方向性を提案する。

• 4次元デジタル宇宙プロジェクトで開発しているコンテンツを評価し、プロジェクトの方向性について助
言する。 

更新事項

• 台内委員が野村英子から 服部公平に変更された
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天文台シンポジウム報告

• お忙しい中理論懇から発表いただきありがとうござい
ました。

• 引き続き理論懇からの（叱咤激励を含む）サポートを
お願いいたします。



国立天文台研究集会応募について
• 例年、理論懇シンポジウムの予算補助のため国立天文台の研究集会予算に

応募している

• 今年度の第1回募集（1/17〆切）に応募したところ、不採択

• 第2回募集（6/20〆切）に再応募したところ、採択

• ただし、第1回募集時の不採択理由が合理的ではなかったため、並行して
以下のやり取りを研究交流委員会と進めている
（理論懇会員用ページに意見書および回答をリンクしてある）

• 7/17に意見書を研究交流委員会 委員長（国立天文台の生駒氏）に送付

• 8/21に意見書の回答を受取

• 9/5に生駒氏および諏訪に加え、研究交流委員会の樫山氏・片岡氏、理論懇運営委員
会の町田氏・高橋氏の6者で意見交換および制度変更について討議

• 12/1に研究交流委員会が実施され、今後の方針について議論された



京都大学基礎物理学研究所報告

第３８回 理論懇シンポジウム

理論天文学宇宙物理学懇談会報告会

2025年12月17日 筑波大学 大学会館ホール



1. 人事
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所員人事

＜選考中、2026年1月下旬決定予定＞

量子情報理論 教授

物理学（理論、ただし境界領域や新領域も含む） 助教

米国研究機関からの若手受入れによる特定助教 （本部施策）

魏 子夏 (Wei Zixia) 2026.1.5

(*)科研費研究員（宇宙・原子核）公募中
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外国人客員教授（2025～2026年度）

2025.10.15～2026.1.14

RYCHKOV, Slava  
（Institut des Hautes Études Scientifiques：素）

2026.4.1～6.30

BOUCHET, François R.
（Institut d’Astrophysique de Paris & Sorbonne University：

宇） 

2026.6月～8月

YAO, Jiangming （Sun Yat-sen University：核）

2026.9月中旬～12月中旬
YIN, Xi （Harvard University：素）
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2025年度から国際共同利用・共同研究拠点に認定。

さらなる国際化と分野融合研究の促進、若手育成プログラム

の充実を図る。基研研究会等の事業は従来どおり、国内外か

らのビジター受入れ、計算機資源の提供も継続。

若手国際ワークショップ

国際スクール

若手派遣招聘プログラム

若手が中心になって企画・運営する国際会議。外国人・
海外機関所属の評価アドバイザーが提案内容を評価。

分野をリードする国内外の講師によるスクール形式の研究会。

海外機関の若手研究者の基研滞在を支援。

２. 国際共同利用・共同研究拠点（1/2)
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国際共同利用・共同研究拠点（2/2)

国際諮問委員会（2025～2027年度）

MYERS, Robert（Perimeter Institute for Theoretical Physics：素)

MCLERRAN, Larry （University of Washington：核） 

KOMATSU, Eiichiro（Max Planck Institute for Astrophysics：宇)

RYU, Shinsei（Princeton University：物）

CUGLIANDOLO, Leticia（Sorbonne University：物）

CLEVE, Richard（University of Waterloo：量）

国際諮問委員会によるサイトビジット

2026年5月18-22日。所からの自己点検報告、研究紹介、若手

との面談等を行い、国際的視点でのフィードバックをもらう。

京大総長との懇談、各分野の関連研究会も実施予定。
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12/17-12/19 複雑系：AI時代の複雑系研究の展開

12/22-12/24 新規超伝導体を舞台とする超伝導科学のフロンティア

1/19-1/23 The 34th workshop on General Relativity and 
Gravitation

2/16-2/18 核力・ハドロン間相互作用と量子多体計算の進展

3/2-3/13 JEC meeting 2025

3/2-3/6 Interfaces & Symmetry

3/2-3/13 EIC 物理に関する理論スクール

3/2-3/13 2nd Hokkaido Workshop on Particle Physics at 
Crossroads

2026/

３. 基研研究会・若手国際WS・国際スクール他

2026年度の共同利用計画は2026年1月に決定予定。

但し、応募多数ならびにサイトビジット用予算捻出のため、

予算配分は厳しくなる見込み。
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４. 国際滞在型研究会（1/2)

2025年度  

“Multi-Messenger Astrophysics in the Dynamic 

Universe”

2026.1.26～2.27   井岡邦仁

連動 YKIS2026a “Black Holes and Neutron Stars with 
Multi-Messengers” 

2026.2.9～2.13
2026年度  

“New Frontiers in QCD 2026”

2026.10.12～11.13 日高義将

連動 YKIS2026b “Recent Developments in QCD: From 
Confinement to Compact Stars” 

2026.10.20～10.30

“Novel Quantum States in Condensed Matter 2027”

2027.2.1～3.5 佐藤昌利
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国際滞在型研究会（2/2)

2027年度  

“Hydrodynamics and fluctuations in non-

equilibrium interacting systems”

2027.8.23～9.24  笹本智弘

連動 YKIS2027 “Many facets of many-body non-
equilibrium systems” 

2027.8.30～9.3

量子情報と物理学の境界領域に関するテーマで計画中

2027年5月頃

2028年度

素粒子現象論分野で計画中

2028年5月頃
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大規模計算サーバ
1.813 PFlops（現在の1.4倍） 82ノード

total core:   20,992

total memory: 76.5 TiB

GPUサーバ
GPU: 60 TFlops (30 TFlops x 2)

CPU:      5.7 TFlops

memory:   1,536 GiB

計算用ストレージ 1.7 PB（現在の1.5倍）

5. 次期計算機システム

・メールサーバー・webサーバーは2025年12月中に移行。

・大規模計算機サーバーは前システム撤去や次期システム構
築のために2026年1-3月まで停止し、4月稼働予定。

・ 5年間の総レンタル費用は4.2億円。計算機予算の削減、円安、
物価高、関税等によって性能確保が難しくなっている。

システム概要と移行計画は
基研HPに掲載
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６.委員会

運営協議会委員   2025年4月1日より任期2年

基研の運営全般（人事、予算など）について決定

戸谷 友則（東大）   田中 貴浩（京大）  

＜所内＞ 柴田 大、向山 信治、井岡 邦仁

共同利用運営委員 2025年4月1日より任期2年
国際共共拠点の研究計画の採択と予算配分を決定

菅野 優美（九大）    西道 啓博（京産大）

 ＜所内＞ 樽家 篤史



基研の紳士協定について

• 将来計画委員会からの報告が2024年9月にあった。
その後、第44回運営協議会で承認された。

• 歴史
• 1997~2004年ごろ：「制度任期」とは異なる「紳士協定任期」

• 2003-2005年：任期なし教授を最大4人まで採用可能に

• 2015-2016年：著名な教授の任期を外すことが可能に

• 2023-2024年：今回の将来計画委員会からの報告

2025/12/17 43
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基研の紳士協定について

• 将来計画委員会からの報告が2024年9月にあった。
その後、第44回運営協議会で承認された。

• 歴史
• 1997~2004年ごろ：「制度任期」とは異なる「紳士協定任期」

• 2003-2005年：任期なし教授を最大4人まで採用可能に

• 2015-2016年：著名な教授の任期を外すことが可能に

• 2023-2024年：今回の将来計画委員会からの報告

2025/12/17 49

運営協議会は、基礎物理学研究所の運営に関する重要事項について、
所長の諮問に応じることを任務とし、所長、研究所の教員9名及び
所外の学識経験者13名で構成される。（当時の所外：戸谷さんと横山さん）
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議題



会則の変更について [議題]

II. 事業

1. 国立天文台の理論研究に関する活動

i. 理論関連専門の各種委員の推薦

ii. 計算機共同利用審査委員の推薦

iii.ii. 理論系共同利用についての意見交換

iv.iii. 理論系客員部門(含外国在住研究者)についての意見交
換、 PDF制度、外国在住研究者の招待等。

理由：国立天文台の委員の名称が変更となったため、また
計算機共同利用審査委員は現在はCfCA科学諮問委員長が推薦するため

→総会で承認された



• 2017 東京大学 「星の物理の新地平」

– 幅広い意味での星の物理に関する招待講演

• 2018 京都大学 「宇宙物理の標準理論：未来へ向けての再考」 

– 宇宙物理学各分野のエキスパートによる標準理論の招待講演

• 2019 国立天文台 「天文学・宇宙物理学の変遷と新時代の幕開」 

– 未解決課題と新たな課題，そして新時代の理論研究が目指すべき方向性について議論

• 2020 名古屋大（オンライン） 「理論天文学・宇宙物理学のブレイクスルー」 

– 直近に起こった各分野のブレイクスルーをレビューし、将来研究の指針を議論

• 2021 ICRR+IPMU (オンライン) 「挑戦的アイデアで広げる宇宙物理の可能性」

– 挑戦的なアイデアあるいは国内外の新奇な研究の試みについて多様な議論

• 2022 福島大学「理論天文学・宇宙物理学の広がり：さらなる発展に向けて」

– 理論天文学・宇宙物理学の多岐にわたる分野の発展的な議論

• 2023 弘前大学「高赤方偏移のフロンティア」

– 初期宇宙や強重力場天体のフロンティアについて議論

• 2024 国立天文台「宇宙論１００年：これまでとこれから」

– 宇宙論100年の節目に総括と展望を議論

• 2025筑波大学「宇宙物理における数値シミュレーションとAI」
– 大規模シミュレーション技術や人工知能（AI）の飛躍的発展を俯瞰し将来の発展を議論



会場：京都大学
日程（案）：2026年12月 (未定)

テーマ（案）：「重力で読み解く宇宙：理論・観測の統合が拓く新時代」

来年（2026年）の理論懇シンポジウム [議題]

口頭発表は現地開催（状況によりハイブリッド形式）

LOC：京都大学の皆さん
SOC：理論懇運営委員＋事務局長+京都大学の皆さん

注：2025年11月末に基研研究会への申請を行いました

→総会で承認された



追悼セッションについて [議題]

• 来年度の理論懇シンポジウム@京大基研で佐藤文隆氏の追悼セッ
ションを企画

• 理論懇シンポジウムにおける追悼企画のガイドライン (案)
• 原則として開催機関のスタッフだった方で開催機関が希望する場合に追

悼企画を設けることができる

• 諸事情により例外を希望する場合はSOCに相談し, 審議のうえ可否を判
断する

→総会で承認された



来年度以降

• 基研 − 本郷 − 基研 − 立教大 − 京大（宇物）− 国立天文台 
−名古屋大 − 基研 − 国立天文台 − 筑波大 − IPMU − 国立
天文台 − 大阪大 − 東北大 − 東大 − 基研 − 国立天文台 − 
名古屋大(’20) − ICRR+IPMU(’21) − 福島大(’22) − 弘前大
(’23) − 国立天文台(’24) − 筑波大(’25) − 基研(’26)

• 理論懇MLにて2027年以降の開催地立候補を募集 (@12/10)
ご検討よろしくお願いします！



事務局ローテーション [議題]
• 3Nルール 「常勤（任期５年以上）の理論懇スタッフが3N人

以上いる 研究機関は、一回のローテーション中で 
N 回担当する。 ここで N は零以上の整数。事務
局の任期は１年ごとの持ち回りで、１０月１日か
ら翌年９月３０日までとする。」

N≥2にただちに該当するのは:

N=3 国立天文台科学研究部、東北大天文
N=2 名大理、東大物理+RESCEU、東北大天文、筑波大物理、ICRR+IPMU

N=1の変更 (追加) 北大物理、九大物理 (削除) KEK
[神戸大物理もN=1だが定年によりすぐにN＝0になる見込みのため様子見]

→総会で承認された



ローテーション(確認)

• 東大天文 --> 東大柏（２年） --> 弘前大 --> KEK --> 山形大
--> 理研 --> 京大天体核 --> 京大宇物 --> 東北大天文（23年
--> 名大物理（２年）-->東大教養 --> 京大基研 --> 東大物
理・RESCEU合同（２年）--> 阪大宇宙進化 --> 国立天文台科
学（３年）--> 筑波大物理（２年）--> 千葉大物理 --> 
Science Tokyo 物理・地惑 --> 東大地惑 --> 北大物理 --> 九
大物理 --> 東大天文 にもどる



天文天体物理若手夏の学校について















議論：CfCA & 科学研究部の将来計画
• 背景

• 国立天文台で将来計画の議論が進行中, 理論懇にも度々意見を求められる状況

• これまでの理論懇の立場：理論研究の基盤であるCfCAはサポート, 特定の観測

プロジェクトは支持しない

• 国立天文台の財政状況が厳しさを増す中, これまで通りの対応が理論懇として

の正解かは自明ではなく, 状況に応じたより適切なサポートのあり方, 将来の方

向性の提言が必要である可能性もある

• 運営委員での議論の結果, 今一度会員全体でどのような形で国立天文台のプロ

ジェクトを理論懇として支持していくかを議論することが重要だと判断した

• 議論のキックオフとして, CfCA & 科学研究部が現在考えている将来の方向性を

紹介して頂き, 会員と議論したい
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